
　　　　後発医薬品（ジェネリック医薬品）に関するアンケート調査

薬局の状況 ※

ア　薬局の形態 エ カ

1 法人 1 1人

2 個人 2 1人超　2人未満 1 内科

イ　所在地　　 3 2人以上3人未満 2 外科

市・町 4 3人以上4人未満 3 小児科

5 4人以上5人未満 4 産婦人科

ウ　　　処方箋枚数／月 6 5人以上 5 精神科・神経科･心療内科

1 500枚未満 ※常勤・非常勤を問わず、薬局に従事す 6 整形外科

2 500枚以上1,000枚未満 　る１日平均の薬剤師の数を回答ください。 7 耳鼻咽喉科

3 1,000枚以上2,000枚未満 8 眼科

4 2,000枚以上 オ 9 歯科

1 病院 10 その他（　　　　　　　　　　）

2 診療所

後発医薬品の採用について

医薬品採用品目数        全医薬品目数

平成24年11月末

＊品目数は、同一成分でも規格が異なれば別品目としてください。

1 知っている

2 知らない

1 知っている

2 知らない

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

患者が希望しないから

患者に説明するための時間的余裕がなかったから

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　後発医薬品への変更可能な処方せんを受け付けたにもかかわらず、薬局で変更しなかった場合どのよう
な理由がありますか。　　『複数回答可』

先発品と比べてそれほど価格が安くならないから

効果や副作用の違いを経験したから

後発品の備蓄が不十分だから

院外処方箋の主な診療科目は

先発品の方が、（味、色、形、粘着力等の）使用感がいいから

後発品メーカーの情報提供体制が不安だから

後発品の供給体制が不安だから

勤務する薬剤師数／１日平均

後発品の品質が信用できないから

3

当薬局でこれまでに使用した実績がない後発品だから

問 1

問 2

問

【複数回答可】

　患者負担の軽減や医療保険財政の改善の観点から、「平成24年度までに、後発医薬品の数量シェアを
現在の倍増である30％以上にする」とする政府目標を知っていますか。

　「保険薬局及び保険薬剤師療養担当規則」が、「処方箋を発行した保険医等が後発医薬品への変更を認
めているときは、患者に対して、後発医薬品に関する説明を適切に行わなければならない。この場合にお
いて、保険薬剤師は、後発医薬品を調剤するように努めなければならない。」とされていることを知っていま
すか。

主に処方箋を発する医療機関は

     後発医薬品目数

後発医薬品の取り扱いについて

後発品が銘柄指定された処方せんだったから

万一変更したことで苦情が来た場合、対応に困るから

後発品が販売されていない先発品だったから
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問

1  10％未満 3 30％以上　50％未満 5 7０％以上　90％未満

2 10％以上　30％未満 4 50％以上　70％未満 6 90％以上

問 5 　最近１～２週間で受付けた一般名処方の入った処方せんの割合はどの程度ですか。

1  10％未満 3 30％以上  50％未満 5 7０％以上　90％未満

2 10％以上  30％未満 4 50％以上　70％未満 6 90％以上

問 6

1  10％未満 3 30％以上  50％未満 5 7０％以上　90％未満

2 10％以上  30％未満 4 50％以上　70％未満 6 90％以上

問 7

1  10％未満 3 30％以上　 50％未満 5 7０％以上　90％未満

2 10％以上　30％未満 4 50％以上　70％未満 6 90％以上

問 8

1

2 全額公費負担の患者であるため、自己負担が無いから

3 過去に後発医薬品を使用したが、合わなかった

4 現在使っている薬を変えることそのものを拒否したから

5 後発医薬品に対する不安点がある　　不安点（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 9

1  10％未満 3 30％以上  50％未満 5 7０％以上　90％未満

2 10％以上  30％未満 4 50％以上　70％未満 6 90％以上

問 10

1

2

3

4

5

6

7

問 11

1 5分 未満 3 10分以上　 15分未満 5 わからない

2 5分以上　10分未満 4 15分以上

  後発医薬品へ変更が可能な処方箋を持参した患者のうち、後発医薬品への説明を行った患者の割合
は、最近の1～2週間では、どの程度ですか。（一般名処方の入った処方せんも含みます。）

   後発医薬品の説明を行った患者のうち、後発医薬品の使用を希望しなかった患者の割合は、最近の1～
2週間では、どの程度ですか。

　後発医薬品への変更可能な処方せんを受け付けた場合で、その患者から後発医薬品への変更要望が
あったにもかかわらず変更しなかった割合は最近の1～2週間ではどの程度ですか。

  後発医薬品の説明を行ったにもかかわらず、患者が後発医薬品の使用を希望しなかった理由もしくは状
況はどれですか。『複数回答可』

患者の自己負担額の差額が小さいから

　最近１～２週間で受付けた一般名処方せんのうち、後発医薬品を処方した割合は、どの程度ですか。（１
品目でも一般名で処方されているものを対象としてください。うち、１品目でも後発医薬品で処方した処方
せんの割合を選んでください。）

後発品の品質に過去の経験等から問題が多いと思ったから

手間がかかり面倒だから

後発品が販売されていないから

　後発医薬品変更の説明に要する時間は、患者1人あたりどの程度ですか。

人手不足だから

4

後発品の在庫が無かったため

　患者から後発医薬品への変更要望があったにもかかわらず、変更しなかった最も近い理由はどれです
か。
患者に説明するための時間的余裕がなかったから

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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1  10％未満 3 30％以上　50％未満 5 7０％以上　90％未満

2 10％以上　 30％未満 4 50％以上　70％未満 6 90％以上

問 13

1

2

3

4

5

6

7

8

問 14

1

2

問 15

1

2

問 16

1

2

問 17

1

2

問 18

1 提供していない

2 提供している

問 19

1

2

3

4 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 20

1 共有している

2 共有していない

知っている

知らない

　平成23年3月に作成した「福井県後発医薬品採用マニュアル」をご存知ですか。

　近隣の薬局と薬剤師会を通じて医薬品在庫リストを共有していますか。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調剤のしやすさ

参考としている

参考としていない

  貴薬局で採用している後発医薬品のリストを近隣の医療機関へ提供していますか。

味、臭い、大きさ、粘着力等患者の使用感がよい

   問18で提供している場合、どのような方法ですか。

貴薬局から直接提供している

複数の薬局で共同して提供している

　「福井県後発医薬品採用マニュアル」を貴薬局における後発医薬品採用の参考としていますか。

地域の薬剤師会を通じて提供している

　後発医薬品の納品がスムーズに行われないために後発医薬品に変更しなかった患者はどの程度います
か。

迅速かつ安定的に入手できる

後発医薬品を銘柄指定している

他の後発医薬品よりも薬価が安価

近隣の保険医療機関、保険薬局での使用実績の程度

後発医薬品メーカーによる品質に関する情報開示の程度

  貴薬局で採用している後発医薬品の選択理由はなにですか。　『複数回答可』

問 12

参考としている

参考としていない

　平成23年3月に作成した「公的病院における後発医薬品採用リスト」をご存知ですか。

知っている

知らない

　「公的病院における後発医薬品採用リスト」を貴薬局における後発医薬品採用の参考としていますか。
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問 21

1  ビタミン剤　 11 眼科用剤 21  糖尿病治療薬

2  整腸剤･止しゃ薬 12 催眠鎮静薬・抗不安薬 22  精神病薬･抗うつ薬

3  下剤･浣腸薬 13 喘息治療薬 23  抗菌薬

4  鎮痛･解熱薬 14 小児用の薬 24  免疫抑制薬

5  鎮咳･去痰剤 15 肝疾患治療薬 25  抗不整脈/狭心症薬

6 16  消化性潰瘍薬 26  降圧薬

7 痛風治療薬 17  副腎皮質ｽﾃﾛｲﾄﾞ 27  抗癌剤

8 骨粗鬆症治療薬 18  抗リウマチ薬 28  その他（　　　　　　　　　）

9 皮膚科外用剤 19 ホルモン剤

10 抗ﾋｽﾀﾐﾝ･抗ｱﾚﾙｷﾞｰ薬 20  高脂血症治療薬

問 22 　患者に対して、2回目以降に後発医薬品の満足度などについて聞いていますか。

1 積極的に聞いている

2 気になる患者のみ聞いている

3 聞いていない

問 23  後発医薬品の普及啓発のための効果的な方法はなにですか。　　　『複数回答可』　

1 医師が説明する 4 薬局がリーフレット等を配布する

2 薬剤師が説明する 5 その他（　　　　　　　　　　　）

3 薬局内にポスター等を掲示する

問 24

1 薬そのものの品質の向上

2 国による後発医薬品の品質管理責任・薬害救済の明確化

3 国等の情報開示の徹底

4 患者の意識向上

5 後発品の供給体制の充実

6 地域の医療関係者間での情報共有体制の整備（データベース化等）

7 製薬会社の情報開示の徹底

8

9

10 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

後発医薬品の説明体制（薬剤師数の確保）の充実

 非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）

　後発医薬品への変更可能な処方せんを受け付けたが、後発医薬品へ変更しなかった場合について、今
後どのような対応が進めば、薬局の立場として後発医薬品への変更を進めてもよいと思いますか。『複数
回答可』

後発医薬品の使用率に見合う診療報酬上の評価

　貴薬局で調剤するにあたり後発医薬品に変更しやすい薬剤はどれですか。　　　『複数回答可』
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後発医薬品（ジェネリック医薬品）に関するアンケート調査 回　　答　　表
　     別紙質問表より、該当項目欄に選択数字を記入、または複数選択欄は数字に○を記入してください。

　    本回答表のみを、FAXで下記宛返信ください。

記述

ア ウ エ オ

市、町

複数回答可

カ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

カ　10　その他の内容

　　後発医薬品の取り扱いについて

問１ 問2

複数回答可

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14

問４ 問５ 問６ 問７

問８　　6その他の内容

複数回答可

問８ 1 2 3 4 5 6

問８　　5の不安の内容　

問１０　　7その他の内容

問９ 問１０ 問１１ 問１２

複数回答可 問1３　８その他の内容

問１３ 1 2 3 4 5 6 7 8

問１９　４その他の内容

問１４ 問１５ 問１６ 問１７ 問１８ 問１９ 問２０

複数回答可

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 問２１　　　28　その他の内容

問２２

複数回答可 問２３　　　5　その他の内容

問２３ 1 2 3 4 5

複数回答可

問２４ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

問２４　　１０その他の内容

問３　　14その他の内容

送付先：福井県健康福祉部医薬食品･衛生課　　FAX　０７７６－２０－０６４０　　締め切り　平成２５年１月１８日(金)

　　薬局の状況

イ

問２１

問３

平成24年11月末

医薬品採用品目数

後発医薬品の採用について

全医薬品目数 後発医薬品目数


